
地方都市の公共交通利用促進戦略
-アナログMaaSとモビリティ・マネジメント-



理想像



小山に住む人,来る人, お年寄り, 子育て世代, 学生,
など老若男女だれもが自由に移動できる
そんな、まちの実現

理想像



理想と現実

小山の交通環境



【人口】 167,728人
（2021.8.1現在）

栃木県 小山市の位置



小山市の交通環境（取組開始前）

主に 市街化区域︓1３路線バス
LOS⾼:6:30~21:20 15往復/⽇
LOS低:6:32~19:05   6往復/⽇

市街化調整区域︓５エリアのデマンドバス
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他の全国地方都市（H27)

小山市（H30)

凡例 バス 鉄道 自動車 徒歩・二輪等

⼩⼭はバス利⽤が⾮常に少なく、
クルマ利⽤が多い

小山市（H30）

グラフ：移動手段の割合
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小山に住む人,来る人, お年寄り, 子育て世代, 学生,
など老若男女だれもが自由に移動できる
そんな、まちの実現

理想像

小山市総合都市交通計画へ反映

並行して、公共交通利用促進プロジェクトを始動



小山市総合都市交通計画（2020年3月策定）



小山市総合都市交通計画（2020年3月策定）

計画の中に「増便路線」を位置付け



【計画の主要目標値】
（現況→2040）

・高齢者の外出率

58%
→65％

・おーバスの年間利用者

71.3万人
→210万人

・自動車の分担率

69%
→60%

小山市総合都市交通計画（2020年3月策定）



公共交通利用促進プロジェクト立ち上げ

「バスってダサい、お年寄りが乗るもの」

事実、バスユーザーの51.2%が65歳以上

51.2%



公共交通利用促進プロジェクト立ち上げ

「バスってダサい、お年寄りが乗るもの」

「バスがある生活っていいね、豊かだね、
小山におーバスがあってよかった」

市民のバス利用機会増加を目指す



公共交通利用促進プロジェクト

７割引、全線乗り放題
アナログ(紙)バス定期券 noroca

バスのあるライフスタイルを提案
生活情報タブロイド紙
発行市内全5.3万戸配布

最低限のサービスから、便利なサービスへ
積極的な新路線、増便



⽣活情報タブロイド紙︓Bloom!を発⾏市内全⼾配布
バスのイメージを刷新するべく、「小山に生きる。おーバスが活きる」
をキャッチコピーに紙面を作成。ライフスタイルやスポットなどを発信
し、様々なアプローチによるプロモーションを実施



Bloom!第１号
タブロイド紙が「小山の情報紙」であることを印象付けて，読者数を
最大化することを目的としている。「小山原寸大図鑑」と称して、小
山の季節、事柄、飲食店のメニュー名産、等を紙面上に原寸で紹介。



Bloom!第１号
読者に付録の路線図を見ながら、本特集を読んでもらうことを想定して
おり、実際に読者から「小山にこんなに素敵なスポットがあることを
知らなかった，今度行ってみたい」という意見をいただいている。



Bloom!第２号
小山市民の代表的な人物像5名のバスを使った1日移動／訪問スポット
を紹介。MMの行動プラン法の技術を応用し、読者自身の「おーバスを
使った１日の行動プラン」を作成し事務局に送ってもらう欄を用意。



Bloom!第２号
付録の時刻表（時間）との相性を考慮し、コンセプトを「タイムライ
ン」に設定。読者の人生・生活（＝タイムライン）、おーバスの時刻
表（＝タイムライン）、その接点を「Bloom!」で表現。



Bloom!第３号
いただいた市民の声に対して回答する、それ自体を特集として、読者
を巻き込み、ともに考えてもらう仕立てとしている。市民からの「増
便して欲しい」などの意見とそれに対する回答を掲載。（MMのTFP：
トラベルフィードバックプログラムの技術を参考にした）



アナログ（紙）バス定期券norocaの導⼊



低価格 従来定期券の最大7割引

エリア
乗り放題

市内全線乗り放題

長期間 6ヶ月・12ヶ月定期券を新設
払い戻しはほとんど返金が少ない仕組み

紙製 紙製の定期券
クレジットカードを持たない学生
スマートフォンを持たない高齢者に配慮

アナログ（紙）で
バスの完全定額制サブスクリプション型運賃を実現

アナログ（紙）バス定期券norocaの特徴



アナログ バス定期券norocaの価格



オープンハウス＠お祭り



オープンハウス＠お祭り



オープンハウス＠⼩⼭駅⾃由通路



地元ラジオ出演



積極的な新路線、増便
2019.4~ 渡良瀬ライン運⾏開始
(渡良瀬遊⽔地へのアクセス⼿段)



新市民病院線

８:00〜18:45
１日８往復

6:30〜22:10
１日14往復

（初の早朝・夜間便）

積極的な新路線、増便
2020.4~病院へのバスを便利に



おーバス初の⾼頻度運⾏バス（３本/時）

積極的な新路線、増便
2020.4~商業施設シャトルバスを路線バス化



ザイマックスアルファ
（ハーヴェスト）

⼩⼭中央観光バス
（マイクロバス）

⼩⼭市
負担：車両費の半額
（重複する路線を廃止し
トータル負担額は減少）

負担：従前の９０％
（学生無料相当分）

収入：従前の2.0倍

運行頻度の高いバスを

導入し、沿線住民、施

設の利便性向上を図り
たい

度々発生する
乗り残しを解消し

輸送力を増強したい

障がい者やベビー

カーも利用しやすい
バリアフリー対応
車両を導入したい

路線バス化して

運賃収入で収益増加を
図りたい

老朽化した車両を更新
したい

→輸送力30%増強

運行時間 7:30〜22:30
平日2本/時休日3本/時

2020.4~商業施設シャトルバスを路線バス化



0
50
100
150
200
250
300
350
400

20
18
年
10
月

20
18
年
12
月

20
19
年
2月

20
19
年
4月

20
19
年
6月

20
19
年
8月

20
19
年
10
月

20
19
年
12
月

20
20
年
2月

20
20
年
4月

20
20
年
6月

20
20
年
8月

20
20
年
10
月

20
20
年
12
月

20
21
年
2月

20
21
年
4月

3
■定期券所有者の推移
人

平均118人

noroca使用開始

■おーバス利用者の推移2021.4
384人
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効果︓バスに乗る⼈が増えました︕



令和3年4月時点:129人

効果︓おーバスと⼩⼭市⺠との絆が深まりました︕



いただいたメッセージ



・Bloom!で小山のイメージが変わりました！センスの良い
デザインと読みやすさに感動しました．

・おーバス，おじいちゃんおばあちゃんが乗るものだと
思っていたのですが，Bloom!を見てみてイメージ変わり
ました．ちょっと乗ってみたい．

・3歳児息子はおーバスが大好きです．ブルーン！に載って
る路線を暗記して全て色，名前を覚えて何度も何度も口
に出して真剣に読んでいます．紙がボロボロになってセ
ロテープで貼って大切に大切に見ています．またぜひ
おーバスの路線を載せて頂けたら嬉しいです．

いただいたメッセージ（Bloom!)



・norocaを購入して，通勤や街ナカへの外出がとても楽に
なりました．前はバスを降りるときに「乗継券」をもら
うのが，ちょっと面倒だなぁと感じていたので，noroca
を提示するだけでどの路線にも乗れるのは有り難いです．

・出掛ける時はnorocaカードを持参しているとバスに出会
えた時近所でも気がねなく乗れるので便利です．

・定期券がお値打ち価格で販売されたことで，お出かけの
選択肢が増えました．

・いままでは通学でしか乗らなかったのですが，定期券の
おかげで小山市のあらゆる場所に出掛けられるようにな
りました．本当にありがとうございました．

いただいたメッセージ（noroca)



小山版MaaS：
マイカー無しでも便利な移動サービスと
豊かな生活を小山市民、小山への来訪者に提供

小山に住む人,来る人, お年寄り, 子育て世代, 学生,
など老若男女だれもが自由に移動できる
そんな、まちの実現

※令和3年2月議会で答弁
地域公共交通計画への位置付けを目指して作業中

総合都市交通計画で設定した理想像



×
タクシー割引
→バスがない時、
急いでいる時に
乗ってもらう

小山版MaaS：
まずは、アナログMaaS

おーバス自体を
もっと便利にする
まずは
１時間２本を目指す



⼩⼭版 MaaS タクシー割引にむけた社会実験

「 保有者」への

タクシー初乗り無料チケット無制限配布

2021年1月12日から2月28日までの48日間。
（500円、1.1km）



⼩⼭版 MaaS タクシー割引にむけた社会実験
タクシーチケット配布に要する費用に対して、

タクシーの売り上げが2.06倍になる効果

利用者負担

チケット分
初乗り料金分
（市負担）

タクシーの利用回数は1.8倍に増加
バスの利用回数も増加
（covid-19の影響によるバス利用回数減少を低減）

500円 530円



タクシーを気軽に利用できるようになった(14人)
移動手段の選択肢にタクシーが入るようになった(16人)

移動の利便性が向上した(22人)
運転手の対応が良かった(13人)

使える距離が短い( 26人)
短距離移動なのでタクシーに乗りずらい(17人)

タクシーを呼ぶのが面倒(8人)
運転手の対応が悪い(7人)

■その他：チケットを利用しなかった理由
外出を控えていた、出掛ける用事がなかった、バスを利用した、タクシー料金が高い
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【利用者からの意見】
（チケット利用者(回答者26名）が複数選択肢式で回答）



244
33

27
60 未利用者

チケット
利用者

チケット
希望者

（ 80.3%） （ 19.7%）

（45.0%）

（55.0%）
購入者

３０４名
※2020年11月24日までの購入者
※実験開始後購入者１名含む

Ø無料にも関わらず、チケット希望者は少なかった：実験対象者の約20％
Ø受け取ったチケットを利用する人も少なかった：チケット希望者の約45％

【実験対象者、チケット利用者の数】



×
カードの提示で
小山市内店舗で特典
ex)５~10%off、50~100円引
ドリンク・ビール1杯サービスなど

小山版MaaS：
まずは、アナログMaaS







×

2021年冬
実験開始予定

小山版MaaS：
まずは、アナログMaaS



×

小山版MaaS：
最後に、デジタルへ



小山版MaaS：
最後に、デジタルへ

2021年10月〜
スマホnoroca
サービス開始
予定



小山版MaaS：
最後に、デジタルへ

ポイント
ユーザーに優しく！
☑学生やお年寄りも使ってい
るLINEを活用

☑新たなアプリを作らない
☑スマホ画面を見せるだけ

2021年10月〜
スマホnoroca
サービス開始
予定



・約９割が利用：新たなアプリインストール不要
・あらゆる世代が利用:高齢者の方も高い利用率

・pushコミュニケーション

LINEの利点

※1 令和元年度 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査 総務省情報通信政策研究所
※2 2021年一般向けモバイル動向調査 モバイル社会研究所
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年代別LINEの利用率
総務省(2019) ※1 民間研究所(2021) ※2



小山版MaaS：
最後に、デジタルへ

ポスターにも
MMの心を！

ポイント
ユーザーに優しく！
☑主語を「受け手」に設定
☑ユーザーにとってのメリッ
トを訴求

☑定期券を持つことで生活が
変わる、「小山に生きる。
おーバスが活きる。」を感
じてもらう。

【修正前】



小山版MaaS：
最後に、デジタルへ

ポスターにも
MMの心を！

ポイント
ユーザーに優しく！
☑主語を「受け手」に設定
☑ユーザーにとってのメリッ
トを訴求

☑定期券を持つことで生活が
変わる、「小山に生きる。
おーバスが活きる。」を感
じてもらう。



ご清聴ありがとうございました。


